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協働・共創の一体的取組について（進捗報告） 

 

令和 5年 6月から市民協働推進センターを中心に進めている協働・共創の一体的取組の試

行実施について、進捗のご報告をいたします。 

 

１ はじめに 

今回の試行実施では、協働と共創の「一体的取組」を進めることでそれぞれの取組に相

乗効果を生み出すことを目指しています。また、試行実施が６月から開始したため、市民

協働推進センターでは令和５年度事業計画をベースとし、一体的取組の試行に取り組んで

います。 

 

２ 試行実施する 5つの機能 

①総合窓口 

②情報の蓄積・活用・発信 

③交流・連携 

④人材育成 

⑤プラットフォーム支援 

 

 

 

 

３ 各機能における検討及び取組状況 

一体的取組につきましては、週 1 回程度、市民局市民協働推進課、政策局共創推進課、

横浜市市民協働推進センター、よこはま共創コンソーシアムの 4 者で定例会議を行って、

検討を進めています。これまでになかった場であり、各々で進めてきた取組や事業につい

ての共有をはじめ、上記の 5つ機能を中心に相乗効果が期待できる取組について、検討を

進めています。 

 

（１）総合窓口 

協働・共創の取組に対する相談等への一体的な対応、デジタルを活用した受付や各分

野の専門性の高い人材との迅速なマッチング等について検討を進めています。また、一

体的な相談対応を視野に、市民協働推進センターを活用した共創に係る相談対応（共創

フロント・共創相談会）を実施しています。 

 
（２）情報の蓄積・活用・発信 

社会課題や地域課題の解決に向け、市民活動団体や NPO法人、企業などの多様な主体

と行政との協働・共創の取組をさらに推進していくため、新たな公民連携の発信・対話



 

の場として『ヨコラボ 2023（YOKOHAMA Co-lab. 2023）』を開催しました。（別紙参照） 

また、市庁舎低層部でのイベントと連動し、市民活動団体や企業等と活動 PR や SDGs

推進に向けた取組を実施しました。 

その他、情報の蓄積・活用として、双方が有する NPO法人・企業情報の一元化及び活

用について検討しています。 

 

（３）交流・連携 

『ヨコラボ 2023』で、地域で活動している小学生から大人まで、多様な主体が対話・

交流するプログラムを実施しました。 

また、10月に実施した共創ダイアログ（社会課題解決に取り組む行政、NPO団体、企

業などが集い、課題共有やマッチング等を図るイベント）について、交流・連携機能も

さらに意識して進めていきます。 

 

（４）人材育成 

   市内中小企業を対象に、協働事例、共創事例を紹介し、協働・共創の取組について理

解を深めるセミナー及び地域人材の発掘・育成・拡大に向けて、『ヨコラボ 2023』で「よ

こはまの未来の作戦会議」等を実施しました。また、リビングラボでの小学生から大学

生を巻き込んだ活動について引き続き推進していきます。 

 

（５）プラットフォーム支援 

   区域のプラットフォームへの支援や中間支援組織の機能強化に向けた検討を行って

います。各区の具体的な課題の照会を行い、個別の案件について、課題解決に向けた意

見交換を行いました。今後、区や各区センター、リビングラボなどを巻き込んだ課題解

決への取組の検討・実施を通じて、地域のプラットフォームの充実を目指します。 

また、『ヨコラボ 2023』のプログラム「次世代の公民連携 -ヨコラボ- 」では、プロ

グラムを通じて分野を越えた中間支援組織間の連携の広がりと期待を発信しました。 

 

 

４ 今後について 

  令和 5年度の試行実施の結果検証をし、令和 6年度以降の当面の目標を定めるなど、よ

り効果的な一体的取組の実践を目指します。 
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ヨコラボ 2023（YOKOHAMA Co-lab. 2023）

【概要】

目的
協働・共創、新たな公民連携の発信・対話の場として実施

子ども・若者と地域活動の楽しさや魅力を共有する場を設定

日時
令和５年10月30日(月曜日)～11月４日(土曜日）

場所
横浜市役所アトリウム、協働ラボ、パシフィコ横浜アネックスホール ほか

参加人数 1,161人 関係団体・関係部局
NPO・企業・地域 62
イベント観覧者 412
小中高校生・専門学
校生 485

保護者 101
関係者 101
合計 1.161

NPO・企業・地域 20団体

参加校 19 校

市関係部局 10部局
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ヨコラボ 2023（YOKOHAMA Co-lab. 2023） 主なプログラム

１オープニングセッション「次世代の公民連携 -ヨコラボ- 」【10月30日】

市民協働推進センターとよこはま共創コンソーシアム、協働・共創の

2者に加えヨコハマSDGｓデザインセンターで、分野を越えた中間支援

組織間の連携の広がりと期待することを発信しました。

２「市民協働の経験から見えてきた協働・共創の未来」 【10月30日】

（事例発表・パネルディスカッション）

特定非営利活動法人 鶴見川流域 ネットワーキング、市民活動団体

ちょこっとレスキュー隊からの２つの協働事業の報告をベースに、

行政とのクロストークを通じて、協働するための工夫や視点を

深掘りするとともに、今後の共創の可能性について発信しました。
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ヨコラボ 2023（YOKOHAMA Co-lab. 2023） 主なプログラム

３ 「ハマッコラボ」【1１月１・２日】

社会課題について協働・共創の取組をしている子どもたちによる活動のプレゼンテーションや

開発した商品の販売等を市民協働推進センターを中心に市庁舎低層部で実施しました。

４「よこはまの未来の作戦会議」 【１１月４日】

企業・地域の方と児童・生徒が連携し、地域貢献等に関する取組を行う

「はまっ子未来カンパニープロジェクト」に取り組んでいる子どもたちが、

自分たちの活動紹介や他校の子どもたちとの交流、未来の横浜について

対話する場として実施しました。

子どもたちが交流・意見交換することで活動のヒントを得たり、意識を高める機会となりました。

鶴見小学校（鶴見区） 「“ツルスイ”の展示・取組発表」：鶴見川の生き物の水槽展示、ゲーム、取組発表

西前小学校（西区）

「廃食用油の活用」：廃廃食用油の告知
「使わなくなった本の販売」： 読まなくなった本を販売。売り上げは寄附
「エコパレード」：リアカーで小学校から市庁舎までのゴミ拾い。環境対策の発表

みなとみらい本町小
学校（西区）

「横浜がんばレモンプロジェクト」：製品化したレモンサイダーの紹介、販売、パネル展示
「生態系とゴミ問題の調査」：みなとみらいの水際線の生態系とゴミ問題のヒアリング

瀬ケ崎小学（金沢区） 「黒船せっけんや金沢八味の取組紹介及び販売」：製品販売、チラシによるPR
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